
お
た
る
西
別
院
だ
よ
り
季
刊 

第
82
号

於、小樽別院本堂
於、双葉高等学校
於、小樽幼稚園

本願寺小樽別院仏教婦人会創立100周年記念式典
双 葉 高 等 学 校 創 立 1 0 0 周 年 記 念 式 典
小 樽 幼 稚 園 創 立 1 0 0 周 年 記 念 式 典

◇ 総裁（お裏方）様ご臨席 ◇ 平成19年10月5日（金）

真宗小樽婦人会大会にて

小樽幼稚園園舎の前で
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本
願
寺
小
樽
別
院
仏
教
婦
人
会
創
立
百
周
年
記
念
式
典
の
ご
案
内

　
こ
の
た
び
本
願
寺
小
樽
別
院
仏
教
婦
人
会
創
立
百
周
年
記

念
祝
賀
会
並
び
に
記
念
式
典
を
総
裁
様
ご
臨
席
の
も
と
左
記

の
通
り
執
り
行
い
ま
す
。

　 

つ
き
ま
し
て
は
、
百
年
と
い
う
節
目
の
ご
勝
縁
に
是
非   

お
参
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 

 

記

一
、
記
念
祝
賀
会 

（
小
樽
幼
稚
園
と
合
同
） 

 

日 

時 

平
成
十
九
年
十
月
四
日 

（
木
）午
後
五
時
三
十
分

 

会 

場 

小
樽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

 
 

  

（
小
樽
市
稲
穂
一
丁
目
四
番
一
号
） 

二
、
記
念
式
典

 

日 

時 

平
成
十
九
年
十
月
五
日 

（
金
）午
前
十
時

 

会 

場 

本
願
寺
小
樽
別
院
本
堂

 
 

 

（
小
樽
市
若
松
一
丁
目
四
番
十
七
号
）

■
日
　
程

時
　
　
間

行
　
　
事

場
　
　
所

●
四 

日

　
十
七
時
三
十
分

　　　　
十
九
時
三
十
分

●
五 

日

　
九 

時

　　　
十 

時

　　
十
二
時

小
樽
別
院
仏
教
婦
人
会
創
立

百
周
年
記
念
祝
賀
会

（
小
樽
幼
稚
園
と
合
同
）

終
了

総
裁
様
小
樽
別
院
御
着

小
樽
別
院
仏
教
婦
人
会
創
立

百
周
年
記
念
式
典

終 

了

於
、
小
樽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

於
、
小
樽
別
院
本
堂

記念式典の歌の練習

100 周年実行委員会

国道側の立看板
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報
恩
講
は
親
鸞
聖
人
の
ひ
孫
に

あ
た
る
本
願
寺
第
三
代
覚
如
上
人

が
親
鸞
聖
人
の
三
十
三
回
忌
に
、

ご
遺
徳
を
鑚
仰
す
る
た
め
に「
報

恩
講
式
」
を
著
さ
れ
、
聖
人
の
ご

命
日
を
ご
縁
と
し
て
拝
読
さ
れ
た

の
が
報
恩
講
の
始
ま
り
で
す
。
以

来
、
親
鸞
聖
人
の
ご
命
日
に
お
つ

と
め
す
る
法
要
を
報
恩
講
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
親
鸞
聖
人
は
九
十
年
の
ご
生
涯

を
か
け
て
、
私
達
が
阿
弥
陀
さ
ま

に
よ
っ
て
救
わ
れ
て
い
く
道
を
示

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　「
報
恩
」と
は「
恩
に
む
く
い
る
」

と
い
う
こ
と
で
あ
り「
講
」と
は「
心

を
同
じ
く
す
る
も
の
が
一
つ
の
と

こ
ろ
に
集
ま
る
」
と
い
う
意
味
で

す
。
で
す
か
ら
報
恩
講
と
は
、
一

つ
の
と
こ
ろ
に
集
ま
っ
て
仏
祖
の

ご
恩
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
い
た
だ

く
仏
事
と
い
え
ま
す
。

　
親
鸞
聖
人
を
宗
祖
と
仰
ぐ
浄
土

真
宗
門
徒
に
と
っ
て
、
一
年
の
う

ち
で
、
も
っ
と
も
大
切
な
法
要
と

し
て
、
本
願
寺
及
び
別
院
、
全
国

の
一
般
寺
院
を
は
じ
め
、
ご
門
徒

の
家
庭
に
お
い
て
も
報
恩
講
を
お

勤
め
い
た
し
ま
す
。

報
恩
講
に
つ
い
て

 

◆
宗
祖
親
鸞
聖
人
報
恩
講
法
要
日
程
表
◆

期 

日

時 

間

 

法 

要  

・ 

行 

事

布 

教
（
ご
法
話
）

十
二
日
（
金
）

十
時
三
十
分

十
三
時
三
十
分

○
三
園
合
同
参
拝

○
逮
夜
法
要

布
教
一
席  

安
田
師

十
三
日
（
土
）

六
時
三
十
分

十
時

十
三
時
三
十
分

十
八
時

○
晨
朝

○
日
中
法
要

○
逮
夜
法
要

　
御
伝
鈔
上
巻
拝
読

○
初
夜
法
要

　
祖
徳
讃
仰

布
教
一
席  

安
田
師

布
教
一
席  

安
田
師

布
教
一
席  

安
田
師

 

崇
敬
法
中
（
三
十
分
）

布
教
一
席  

安
田
師

十
四
日
（
日
）

六
時
三
十
分

十
時

十
三
時
三
十
分

十
八
時

○
晨
朝

○
日
中
法
要

○
逮
夜
法
要

　
御
伝
鈔
下
巻
拝
読

○
初
夜
法
要

　
祖
徳
讃
仰

布
教
一
席  

安
田
師

布
教
一
席  

安
田
師

布
教
一
席  

安
田
師

 

崇
敬
法
中
（
三
十
分
）

布
教
一
席  

安
田
師

十
五
日
（
月
）

六
時
三
十
分

十
時

十
二
時

十
三
時
三
十
分

十
八
時

○
晨
朝

○
日
中
法
要

　
お
と
き

○
逮
夜
法
要

　
御
俗
姓
拝
読

○
物
故
者
追
悼
法
要 

○
初
夜
法
要

　
祖
徳
讃
仰

○
後
夜
法
要

布
教
一
席  

安
田
師

布
教
一
席  

安
田
師

布
教
一
席  

安
田
師

崇
敬
法
中
（
三
十
分
）

布
教
一
席  

安
田
師

十
六
日
（
火
）

六
時
三
十
分

十
時

○
晨
朝

○
満
日
中
法
要 

　
代
表
焼
香
・
御
礼
言
上 

布
教
一
席  

安
田
師

布
教
一
席  

安
田
師

講
師
／
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
布
教
使

　

安
田 

積
心 

師

2007年（平成19年）（3）

10月12日（金）より18日（木）まで月忌参詣をお休みさせていただきます。



ご 案 内お 講 の
●
樹
心
会
（
奥
沢
説
教
所
）

　
奥
沢
説
教
所
の
近
く
に
住
ん
で

お
ら
れ
る
方
々
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
、
男
性
を
対
象
に
し
た
お
講
で
す
。

毎
月
の
例
会
で
は
、
会
員
さ
ん
と

輪
に
な
っ
て
主
任
が
法
話
を
し
て

い
ま
す
。

　
草
刈
り
・
雪
下
ろ
し
な
ど
み
ん

な
で
説
教
所
を
守
り
な
が
ら
夏
に

は
焼
き
肉
な
ど
い
ろ
ん
な
行
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●活動
毎月5日19時より

●
彰
心
会
（
若
竹
説
教
所
）

　
若
竹
説
教
所(

若
竹
保
育
所)

で

の
お
講
で
す
。
近
く
に
住
ん
で
お

ら
れ
る
方
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
毎
月
の
例
会
で
は
正
信
偈
の
お

勤
め
を
い
た
し
ま
す
。（
仏
教
讃
歌

を
練
習
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

そ
の
後
、
布
教
使
さ
ん
の
ご
法
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

●活動
 毎月7日19時より

●
唯
信
講
（
奥
沢
説
教
所
）

　
奥
沢
説
教
所
の
近
く
に
住
ん
で

お
ら
れ
る
方
々
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
、
女
性
を
対
象
に
し
た
お
講
で
す
。

毎
月
一
回
の
例
会
で
は
、
み
ん
な

で
お
斎 

（
食
事
）を
い
た
だ
い
て
お

つ
と
め
を
し
た
後
、
布
教
使
さ
ん

の
ご
法
話
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●活動
毎月10日12時より 
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ご 案 内お 講 の
●
法
友
会
（
新
光
説
教
所
）

　
新
光
・
朝
里
・
望
洋
台
付
近
の
方
々

の
集
ま
り（
お
講
）
で
す
。
小
樽
別

院
の
新
光
説
教
所
で
、
毎
月
13
日

に
集
ま
っ
て
楽
し
く
行
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
月
の
例
会
で
は
布
教
使
さ
ん

の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、

正
月
に
は
地
域
の
方
々
と
お
鍋
を

囲
ん
で
新
年
会
を
し
た
り
、
旅
行

に
出
か
け
た
り
、
地
域
の
繋
が
り

の
中
か
ら
色
々
と
仏
教
に
つ
い
て

学
ぶ
集
ま
り
で
す
。

●活動
毎月13日 18時より

●
無
量
講
（
小
樽
別
院
内
）

　
緑
説
教
所
か
ら
始
ま
っ
た
お
講
で
、

平
成
17
年
11
月
よ
り
緑
説
教
所
の
仏

具
と
と
も
に
別
院
へ
場
所
を
移
し
ま

し
た
。
正
信
偈
・
和
讃
を
一
緒
に
お

勤
め
し
、
生
活
信
条
を
唱
え
、
布
教

使
の
先
生
の
ご
法
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
、
茶
菓
を
囲
み
、

談
笑
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
す
。

私
た
ち
は
御
同
朋
・
御
同
行
の
仲
間
、

毎
月
9
日
の
例
会
を
心
か
ら
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●活動
毎月9日18時より

●
十
九
日
講
（
小
樽
別
院
内
）

　
も
と
は
、
能
登
か
ら
移
住
さ
れ

て
き
た
先
代
さ
ん
に
よ
っ
て
結
成

さ
れ
た
お
講
で
す
。
百
年
の
歴
史

を
も
ち
、
今
は
ひ
孫
の
世
代
が
中

心
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
月
の
例
会
で
は
、
輪
番
と
副

輪
番
が
交
代
で
お
話
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
昼
の
お
講
な

の
で
、
法
話
の
後
は
昼
食
を
一
緒

に
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●活動
毎月19日12時より
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盆
踊
り
大
会

小
樽
別
院
奥
沢
説
教
所
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ハ
ー
モ
ニ
ー

ようこそ、小樽別院へ。輪番の歓迎の挨
拶です。

到着したその日（3日）にホールで演舞。
自己紹介のあと踊っていただきました。

　
８
月
４
日
、
５
日
と
小
樽
別
院
の
盆

踊
り
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
目
玉
は
、
沖
縄
か
ら
や
っ
て

き
た
エ
イ
サ
ー
と
い
う
演
舞
団
で
す
。

道
新
や
Ｆ
Ｍ
お
た
る
で
も
と
り
あ
げ
ら

れ
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
と
じ
ま
し

た
。
そ
ん
な
彼
ら
の
北
海
道
で
の
日
々

を
リ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

外では、盆踊りの提灯の準備
中。台風接近が不安の中、ご
苦労さまです。

4日のおあさじに参拝、演舞の披露。

4日の日中は奥沢説教所で演舞。

5日の昼間は長
橋のグループ
ホームハーモ
ニーを慰問、も
ちろん中身は人
間です（笑）。

4日は悪天候のためホールでの盆踊り大
会になりました。床に座って間近でエ
イサーを鑑賞しました。 5日は櫓を囲んでの演舞。噂が噂を呼び、とうとう観客は600名を超えました。

最後はみんなで踊り、大盛況のうちに終わりました。

例年通り、子
ども盆踊り・
大人盆踊りも
あ り ま し た。
輪を作ってみ
んなで踊りま
した。

2007年（平成19年）（6）



一
日
研
修
旅
行
の
感
想

倶知安

～
洞爺湖

～
京　極

～

仁　木

参
加
者

猪 

田 

知 

里
（
９
歳
）

6
24
日

　
私
の
家
族
た

ち
は
、
小
樽

別
院
の
研
し
ゅ

う
旅
行
に
行
き

ま
し
た
。
さ
い

し
ょ
に
行
っ
た

東
林
寺
、
別
院
と
は
少
し
ち
が
う
話
で
し
た
。

私
に
と
っ
て
は
わ
か
ら
な
い
話
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
、
大
人
に
は
、
い
い
話
な
ん

じ
ゃ
な
い
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
次
に
行
っ
た
、
洞
爺
湖
万
世
閣
、
建
て

物
が
き
れ
い
で
、
中
も
昼
食
も
お
い
し
く

て
い
い
所
で
し
た
。
だ
け
ど
、

も
う
少
し
時
間
が
あ
っ
た
ら
、

ゆ
っ
く
り
温
泉
に
入
れ
た
と
思

い
ま
し
た
。

　
そ
の
次
は
、
京
ご
く
の
ふ
き

だ
し
公
園
で
休
け
い
し
ま
し
た
。

思
っ
た
よ
り
も
、
水
が
た
く
さ

ん
で
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
こ
こ
の
お
店
の
、
あ
げ
た

て
の
コ
ロ
ッ
ケ
が
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
で
す
。  

さ
い
ご
は
、

さ
く
ら
ん
ぼ
山
に
行
き
ま
し
た
。

私
は
、
さ
く
ら
ん
ぼ
が
り
を
一

番
た
の
し
み
に
し
て
い
た
の
に
、

さ
く
ら
ん
ぼ
が
少
な
く
て
残
ね

ん
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、
い
ち

ご
を
食
べ
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。  

天
気
は
あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
楽
し
い
一
日
に
な
り

ま
し
た
。

2007年（平成19年）（7）



ご門徒さん
を訪ねて

漫
画
・
油
彩
画
家
　
横
山
　
文
代
さ
ん

第二回

お
寺
の
イ
ロ
ハ
〜
写
経
は
修
行
？
〜

　
最
近
は
道
新
の
火
曜
日
の
夕

刊
に
掲
載
さ
れ
て
い
る「
し
り
べ

し
旅
日
記
」と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で

取
材
に
同
行
し
て
挿
絵
を
描
く

仕
事
も
あ
る
の
で
、
取
材
は
す

る
の
も
さ
れ
る
の
も
多
い
で
す

と
笑
顔
で
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　
7
年
ほ
ど
前
に
南
小
樽
市
場

の
前
を
通
っ
て
い
た
と
き
に
ふ

と
、「
赤
ず
き
ん
を
被
っ
た
女
の

子
が
い
た
ら
か
わ
い

い
な
ぁ
」
と
思
っ
た

の
が
マ
ス
コ
ッ
ト
の

み
な
み
ち
ゃ
ん
を
描

く
き
っ
か
け
と
な
っ

た
そ
う
で
、
以
来
、

毎
月
の
南
樽
市
場
の

特
売
チ
ラ
シ
に
も
新

し
い
イ
ラ
ス
ト
を
掲
載
し
て
い

る
そ
う
で
す
。「
市
場
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」理
由
は
い

た
っ
て
シ
ン
プ
ル
で
し
た
。
最

近
で
は
、
住
吉
神
社
の
向
か
い

の
パ
ン
屋
さ
ん
の
壁
に
大
き
な

桜
の
木
を
描
か
れ
た
そ
う
で
す
。 

　
そ
ん
な
横
山
さ
ん
は
、
祖
母

の
背
中
を
見
て
育
ち
、
お
寺
の

大
切
さ
を
知
っ
た
そ
う
で
す
。

「
祖
母
は
関
東
大
震
災
と
戦
争
の

中
を
生
き
抜
い
て
き
た
人
、
幼

な
じ
み
や
ご
近
所
さ
ん
が
息
を

ひ
き
と
る
の
を
目
の
前
で
見
た

り
、
本
当
に
困
っ
た
状
況
の
中

で
人
の
温
か
さ

も
冷
た
さ
も
感

じ
て
き
た
ん
で

す
。

　
人
は
変
わ
っ

て
し
ま
う
が
仏

様
は
変
わ
ら
な

い
。
だ
か
ら
こ

そ
仏
壇
が
必
要
だ
っ
た
ん
で
す
。

立
派
な
お
仏
壇
は
持
っ
て
運
べ

な
い
の
で
小
さ
な
仏
壇
を
背
負
っ

て
焼
け
野
原
を
歩
い
て
い
た
ん

で
す
。
今
、
そ
の
仏
壇
に
私
も

手
を
合
わ
せ
感
謝
し
て
い
ま
す
。

う
ち
の
仏
壇
は
大
き
く
な
い
け

ど
、
ご
先
祖
さ
ま
と
の
繋
が
り

を
感
じ
る
大
切
な
も
の
で
す
」と

話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。（
森
）

前
回
か
ら
ご
門
徒
さ
ん
の
商
店
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
第
二
回
目
は
漫
画
・
油
彩
画

家
の
横
山
文
代
さ
ん
。
南
小
樽
市
場
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み
な
み
ち
ゃ
ん
」

の
イ
ラ
ス
ト
を
手
が
け
て
い
る
方
で
す
。
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
浄
土
真
宗
で
は
写
経
を
し
な
い
ん

で
す
か
?
」と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
写
経
は
般
若
心
経
が
一
般
的

で
、
伝
統
的
に
浄
土
真
宗
で
写
経
を

す
る
と
い
う
の
は
あ
ま
り
聞
き
ま
せ

ん
。
そ
の
理
由
を
歴
史
的
な
背
景
か

ら
考
え
て
み
ま
し
た
。

　
写
経
は
2
〜
3
世
紀
の
イ
ン
ド
に

お
い
て
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
こ
の
時
代
に
は
写
経
が
修

行
の
一
つ
と
し
て
確
立
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
中
国
で
は
、
唐
の
時
代
に
写

経
の
専
門
家
や
写
経
事
業
運
営
の
官

僚
制
度
も
発
達
し
、
お
寺
や
宮
廷
に

納
め
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
日
本
に
お
い
て
も
奈
良
時
代（
8

世
紀
頃
）
に
な
る
と
、
中
国
か
ら

の
影
響
か
国
家
的
な
事
業
と
し
て

図
書
寮
と
い
う
役
所
が
お
か
れ
ま

し
た
。
国
家
安
泰
や
五
穀
豊
穣
を

祈
っ
て
有
力
寺
院
や
図
書
寮
の
写

経
司
に
よ
っ
て
書
き
写
さ
れ
た
よ

う
で
す
。
鎌
倉
時
代
（
親
鸞
聖
人

の
時
代
）
に
な
る
と
、
一
般
庶
民

の
間
に
も
病
気
平
癒
・
先
祖
供
養

な
ど
、
祈
り
や
願
い
を
目
的
に
写

経
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
写
経
の
歴
史
・
意
義

を
見
る
と
、
浄
土
真
宗
の「
深

注
１

く
因
果

の
道
理
を
わ
き
ま
え
て
、
現
世
祈
祷

や
ま
じ
な
い
を
行
わ
ず
、
占
い
な
ど

の
迷
信
に
た
よ
ら
な
い
。」と
い
う
宗

風
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
す
。

　
し
か
し
、
修
行
や
祈
り
・
願
い
を

目
的
と
し
な
い
写
経
で
あ
れ
ば
、
浄

土
真
宗
で
写
経
を
否
定
す
る
必
要
も

な
い
の
で
す
。
法
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
く
の
が
浄
土
真
宗
の
門
徒
と
し

て
は
一
番
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
が
、

写
経
を
通
し
て
心
を
落
ち
着
か
せ
た

り
、
浄
土
真
宗
の
お
経
を
学
び
、
阿

弥
陀
さ
ま
の
大
慈
大
悲
の
心
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
の
も
良
い
と

思
い
ま
す
。

（
注
1
）も
の
ご
と
を
誰
か
の
せ
い
、
何
か
の
せ
い
に

し
な
い
で
自
分
自
身
に
問
い
か
け
、
受
け
止
め
て
い

く
と
い
う
こ
と
。

道新に連載中
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別
院
門
徒
物
故
者

（
平
成
十
九
年
六
月
一
日
〜
七
月
三
十
一
日
現
在
）

本
堂
修
復
懇
志
新
規
進
納
者
御
芳
名

（
平
成
十
九
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
）

編集後記
今年は暑い夏でした。盆踊りから盂蘭盆会法要までみなさんのご協力
をいただきながら無事終えることができました。ありがとうございま
した。これからもみなさまに読んでいただけるよう頑張っていきます
ので、ご意見・ご感想お待ちしております。                               

小樽市若松1丁目4番17号

10134−22−0744 50134−29−4080本願寺小樽別院
連　絡　先

門徒委員 
 平田　晴己
 竹澤　知恭
 宮本　和枝
 福川ヨシ子

編集委員

多
田

　
省
三

小
島

　
正
明

武
田

　
信
夫

伊
藤

　
シ
ズ

有
田

　
雄
二

田
中
セ
ツ
子

児
玉

　
朝
子

長
下
部
庄
太
郎

寺
澤

　
ス
ガ

野
田

　
吉
晴

多
賀

　
　

強

伊
賀

　
ウ
メ

遠
藤

　
た
ね

牧
田

　
憲
一

髙
橋

　
和
男

宇
野

　
光
男

大
場

　
春
野

笠
原

　
　

清

佐
野

　
憲
子

●
門
徒
懇
志

金
八
拾
萬
円 

 
 

佐
野

　
　

昇

金
六
拾
萬
円

 
 

本
庄

　
秀
雄

金
四
拾
六
萬
円

 
 

岡
本

　
秀
夫

金
四
拾
三
萬
円

 
 

多
賀

　
公
一

金
四
拾
萬
円

 
 

広
瀬
美
代
子

 
 

永
長

　
和
代

 
 

畑
　
　

保
則

 
 

村
川

　
　

浩

 
 

横
野

　
玲
子

3分間の
心のともしび

テレホン法話

11/ 1㈭～15日㈭ 西川

11/16㈮～30日㈮ 武藤

10/ 1㈪～15日㈪     脇   

10/16㈫～31日㈬ 山邉

●テレホン法話担当表

別院担当者
 西川　達恵
 村田　法道
 森　　敬信
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四角形



～まこと（いのち）の保育を行っています～

3歳児（H15.4.2～H16.4.1生まれ）
4歳児（H14.4.2～H15.4.1生まれ）
5歳児（H13.4.2～H14.4.1生まれ）
新入園受付中です。

7／23に小樽幼稚園のお泊まり会がありました。昼
からみんなで仁木にさくらんぼ狩りに出かけ、お寺
で晩御飯を食べ、境内地で花火をして幼稚園で肝
試しをして泊まって、翌朝お寺のおあさじにお参り
しました。夏休み前にステキな思い出できたかな？

小樽幼稚園のお泊まり会

新畳・表替・裏返・畳工事
やっぱり畳が落ち着く
　　　生き続ける伝統の技

木下畳店由

小樽市山田町 8-6

☎・FAX 23-2245

「おたる西別院だより」に掲載してくださる商店や業者等を募集しております。
詳しくは 0134-22-0744 別院だより担当者 : 森までご連絡下さい。広告募集
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発
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行
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大
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明


